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【 e-mail (企画調整課) 】pa.skr-mtjm-i88s3@mlit.go.jp
【 URL 】http://www.pa.skr.mlit.go.jp/matsuyama/index.html
【 海とみなとの相談窓口 】0120-497-370 ( 全国共通フリーダイヤル)
　 受付時間 9:30～12:00、13:00～17:00 ( 土･日･祝祭日･年末年始を除く )

＜ 事務所のご案内 ＞
■松山港湾・空港整備事務所
〒791-8058　松山市海岸通2426-1　【TEL】 089-951-0161　【FAX】 089-946-8010

■東予港出張所
〒799-1353　西条市三津屋南2-15　【TEL】 0898-64-3650　【FAX】 0898-65-5187

　「受け継ごう　きれいで豊か
な瀬戸の海」を合い言葉に、
市民ボランティアや地域の
方々による海浜清掃活動「リ
フレッシュ瀬戸内」を毎年実
施しており、こうした “誰も
が参加しやすい活動” を通じ
て美しい瀬戸内海を守る大切
さを伝えています。
　今年度、愛媛県内では右記
のとおり実施を予定していま
す。皆さん是非、ご参加下さい。

　昨年度に引き続きまして、編集後記を担当させて頂く村
上と申します。今年度より 2年目職員として業務に携わり、
試行錯誤しながらも頑張っております。5月には平成から
令和へと変わり、新たな時代が始まりましたが、気持もあ
らたに日々精進して参りますので、これからもどうぞご拝
読よろしくお願い致します。ん？新年の挨拶…(^_^;)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画調整課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   村上

お 知 ら せ

ダイヤモンド・プリンセス出港

2019.5.21　ダイヤモンド・プリンセス～初寄港 歓迎セレモニー ～

2019.5.21　ダイヤモンド・プリンセス～松山港着岸！～

航路啓開訓練で「いしづち」が流木をキャッチ！

　5月 9日 ( 木 )、洪水時を想定して重
信川河口沖で海洋環境整備船「いしづ
ち」による航路啓開訓練を行いました。
用意した海面の流木を、多関節クレー
ンを使って掴み上げ、チェーンソーで
切断した後、コンテナに回収しました。
今回の訓練をいかし、これからの出水
期に備えます。

海洋環境整備船「いしづち」 クレーンによる流木の回収

重信川総合水防演習の実施
　5月 12 日（日）、災害から身を守る防災
意識と能力を高めるため、重信川総合水防
演習が行われました。洪水や高潮等による
被害を防止・軽減するため、土のう作りや
越水対策等を行い、各関係機関によるパネ
ル展示等では、水害に関する知識やその危
険性、水害に対する備えを行うことの重要
性ついて、周知が図られました。～まちを
水害から守ろう　みんなの力で～をスロー
ガンに、いざという時、迅速に対応できる
よう、それぞれの役割と連携を確認する貴
重な機会となりました。

開会式の様子 土のう作り

松山港湾・空港整備事務所　リーフレット
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■松山港外港地区クルーズ船対応
　施設完成報告会を挙行
■松山港へダイヤモンド・プリン
　セス号初寄港
■若手職員コラム
■航路啓開訓練で「いしづち」が
　流木をキャッチ！
■重信川総合水防演習の実施
■お知らせ「リフレッシュ瀬戸内」



整備されたクルーズ船対応岸壁

松山港へダイヤモンド・プリンセス号初寄港

式辞

井原巧
参議院議員

記 念 講 演

事業概要説明

　令和元年 5月 21 日（火）及び 6月 3日（月）に、愛媛県内初となる 11 万トン級の大型外航クルーズ船ダイ
ヤモンド・プリンセスが、松山港に寄港しました。

来 賓 祝 辞

神野一仁
愛媛県副知事

牧野京夫
国土交通副大臣

野志克仁
松山市長

塩崎恭久
衆議院議員

亀岡知弘
松山港湾・空港
整備事務所長

市川紗恵
ディレクター

「世界のクルーズ動向と日本に

求められる上質な観光ツアー」

一色昭造
松山コンベン
ション協会会長
「クルーズ船を松山へ」

　岸壁の完成により、今後は大型クルーズ船が着岸
可能になりました。
　今後も愛媛県や各市と情報を共有し、クルーズ船
の寄港促進に向けて、取り組んでいきます。

松山港外港地区クルーズ船対応施設完成報告会を挙行

　令和元年5月11日（土）松山市立子規記念博物館において、「松山港外港地区クルーズ船対応施設」
完成報告会を行いました。
　
　完成した松山港外港地区第1埠頭2号岸壁は、昭和47年に外貿を主とした物流ターミナルとして整備
され、普段はRORO船、自動車運搬船や中小クルーズ船が利用していますが整備から約50年が経過し、
老朽化していた施設です。
　
　老朽化対策に合わせて、大型クルーズ船の係留を可能とするため舗装の全面打ち替え、係船柱2基の
新設を含む係船柱及び防舷材等の取り替えを行い、今年3月に完成しました。

　報告会には、地元選出の国会議員、県議会議員、市議会議員及び地元関係者など約250 名の方々に
参加いただきました。式辞、来賓祝辞、事業概要説明に続いて、来賓の方々にテープカットをしてい
ただき、施設の完成を祝いました。
　
　式典の後半には、身近になりつつあるクルーズの魅力やクルーズ客のおもてなし先進事例などを紹
介する講演があり、盛会のうちに報告会を終えました。

若手職員コラム

　航路管理課　豊島と申します。今年度から当事務所に配属となり、現在は入
省 3年目職員として日々業務に携わっております。松山暮らしは大学卒業以来
3年ぶりで、懐かしさを感じております。
　
　先月、松山空港の夜間安全パトロールに参加致しました。私は、安全パトロー
ルでは、誰よりも指摘事項を多く見つけることをモットーにしています。現場
では、夜間工事のため照明設備が多数存在しており、その一つ一つが現場の安
全に大きく繋がってきます。また、空港の現場に出向く機会が多くはないため、
施工している現場（水路）は通常何が流れているのか（雨水なのか農水なのか）
等、疑問に思ったことも質問しました。
　
　今後も積極的に安全パトロール等に参加し、安全安心の現場環境作り、自身
のスキルアップを目指していきますので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致
します。

パトロール中

松山港外港地区クルーズ船対応施設完成報告会～テープカット～

延長　L＝３７０ｍ

【諸元】

全長：290ｍ

総トン数：115,875 トン

喫水：8.5ｍ

乗客定員：2,706 人

乗組員：1,100 人

松山港に寄港するダイヤモンド・プリンセス

　早朝にもかかわらず、着岸の様子を一目見ようと、両日とも港には大勢の見物客が訪れ、坊ちゃんとマドンナ
の衣装に身をまとった関係者は大漁旗と横断幕、見物客は国旗を振ってお出迎えしました。
　初寄港となった 5月 21 日には歓迎セレモニーが行われ、地元幼稚園児による歌とダンス、入港記念盾の贈呈
や鏡開きなど、晴天のもと寄港を歓迎しました。

三津を散策する観光客 ブラスバンドでお見送り

　クルーズが着岸した港町三津には多くの観光客が訪れ、古い町屋が残るレトロな町並みを散策し、地域特有の
文化にふれていました。市内の観光地等では、ボランティアガイドたちが外国人観光客をサポートしました。
埠頭では浴衣の着付けやお茶などの和文化体験ブース、海産物や地酒、菓子などの地元物産販売等が行われ、乗
客をもてなしていました。
　出港時には息をのむ虎舞や水軍太鼓の演奏、みんなでやぐらを囲んでの盆踊り、そしてブラスバンド演奏でお
見送りしました。少しずつ小さくなっていくクルーズ船に、多数の見物客が手を振り名残惜しむ様子から、クルー
ズに対する地域の関心の高さを感じました。
　クルーズ乗客や地元の反応は上々であり、クルーズ需要の高まりに伴い、四国各港での大型クルーズ船の寄港
回数も今後伸びていくものと思います。クルーズ船の寄港は、観光や飲食などによる消費拡大だけでなく、観光
客との交流による地域活性化も期待されています。

和文化体験
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